
Ⅰ
01
02
03
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07

Ⅱ
10
11

Ⅲ

12 キーワード

13 備考

部門別計算ができる。

その他

⑧ 各種総合原価計算ができる。

⑨ 標準原価計算の差異分析ができる。

⑩ 直接原価計算を利用した損益分岐点分析ができる。

対象システム及び訓練科
対象システム番号 MS809
対象システム名 製造業のための原価計算

－

09

習得度測定で
きる内容
（訓練課題の
ねらい）

① 生産管理の目的と対象について知っている。

② 経済的発注量の計算ができる。

③ 業種による経理処理の違いを知っている。

④ 原価の中身を知っている。

⑤ 製造業の費目別計算ができる。

⑥ 個別原価計算ができる。

⑦

取り組み時間 120分

○ M-57-01_訓練課題、M-57-02_解答用紙

解答 ○ M-57-03_解答及び解説08

資料構成 有無 ファイル名
訓練課題実施要領 - －

訓練課題

作業工程手順書 - －

訓練課題確認シート - －

評価要領 -

メンテナンス状況

06 概要

製造業における原価計算関連の知識を習得しているか確認します。

課題名 製造業のための原価計算
種別 筆記
開発年度 H30

訓練課題キャラクターシート

作成日 平成31年２月

基本情報
課題番号 M-57
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